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“６月月例あれこれ、反核平和Ｍ！ 市連盟 総会”

１２月は

第４日曜日

ＨＰ変更に

なりました

６月４７２回月例は９時の気象状況 ＷＢＧＴ22.2°湿度55％と６月としては爽やかで
した。右上写真は「この夏 福島の子と夏休み」で20名の子を三浦の海へ招待する勤労者
山岳連盟女性部の募金の呼掛け風景。（募金は５，６月合わせ12262円手作り品協力4150
円計16412円でした）右は６月に３００回連続出場を達成した７５４村山ヒメ子さん。
（女性では３人目）下左は11日の神奈川反核平和マラソンの川崎市役所出発風景。（スタッ
フ合わせ14名で）下右は４日に開催した川崎市連盟第43回定期総会終了後の記念撮影。

「
熱
中
症
』
予
防
の
安
全
対
策

当
日
出
発
前
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
温
度
に
よ
っ
て

レ
ー
ス
の
短
縮
又
は
中
止
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
25
度
で
10
㌔
を
５
㌔
に
変
更
し

ま
す
。
31
度
で
全
て
の
レ
ー
ス
は
中
止

し
ま
す
。
夏
場
は
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に

摂
り
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
ご
協
力
を
！
】

子
ど
も
１
㌔
で
伴
走
さ
れ
る
親
御
様
へ

子
ど
も
１
㌔
へ
出
場
さ
れ
る
お
子
様
が
大
変

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
お
子
様
が
ゴ
ー
ル
し
バ
ー

コ
ー
ド
読
み
取
ま
で
ス
ム
ー
ス
に
進
ん
で
頂
く

た
め
に
伴
走
の
親
御
様
は
ゴ
ー
ル
手
前
で
離
脱

し
て
頂
き
、
誘
導
路
に
お
い
て
お
子
様
が
ゴ
ー

ル
順
に
少
し
で
も
早
く
前
へ
お
進
み
頂
け
る
よ

う
ご
援
助
を
願
い
し
ま
す
。

新
日
本
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
（
全
国
）

今
年
創
立
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。

記
念
行
事

被
爆
70
周
年
東

京
～
広
島
・
長

崎
１
５
０
０
Ｋ

ｍ
反
核
平
和
マ

ラ
ソ
ン
７
／
27

～
８
／
９
（
13
日

間
）
月
例
役
員
も

ラ
ン
ナ
ー
・
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加

し
ま
す
。

◇来月の月例は 8月30日です。

４月から１０月までは夏時間 “
子供１Ｋ ８：15

３Ｋ（Ａ） ８：30（NO-C 主に男子仕分け3999以下）

３Ｋ（Ｂ） ９：00（NO-C 仕分け男子4000以上）

５Ｋ ９：30

10ｋ 1０：00 スタートです。

（夏時間）次月棄権受付は1０：３０:まで。

新ＵＲＬは http://kawasaki.qee.jp/
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表
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０
０
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５
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０
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史
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９
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９
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９
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光
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０
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２
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光
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９
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７
２
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◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

◇

６
５
回
連
続
優
勝
賞

◇

８
０
回
連
続
優
勝
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇
２
５
０
回
連
続
出
場
賞

◇
１
３
０
回
連
続
出
場
賞

◇
１
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇
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０
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優
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第
４
７
２
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

2015.6.28 晴れＮ 0.5m/s 27.1℃ 55％ WBGT 22.2

年間累計出場者 （ ～６月 ８２８５ )

実数 1178 （昨年同月は６５５９ ）

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 292 35 327
５ｋ 345 89 434

３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 52 12 64

中学 15 6 21

大人 379 86 465

計 446 104 550

子ども１ｋ 139 109 248

延べ出場者 1222 337 1559
初参加者 96 50 146
棄 権 72 35 107

延べ参加者 1294 372 1666

第４７２回月例参加者動向

①

幼
稚
園
・
年
長
さ
ん
ラ
ン
ナ
ー
７
９
７
７
輿
水
伸
君
（
初

め
て
参
加
）
７
７
６
７
松
本
一
希
君
（
2
回
目
）
２
２
４
３
豊
田
莉
々
さ

ん
（
3
回
目
）
大
田
区
か
ら
き
ま
し
た
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て

い
る
友
達
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
水
泳
を

し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
１
㌔
く
ら
い
走
る
こ
と
が
あ
る
の
で
月

例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
走
り
ま
し
た
。

②

仲
間

６
９
５
６
田
中
辰
宜

４
４
０
５
山
本
泰
史
の
各
氏

田
中
さ
ん
談
：
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
10
回
目
に
な
り
ま
す
。
住
ま
い
は

大
田
区
で
す
。
８
年
く
ら
い
前
か
ら
走
り
は
じ
め
ま
し
た
。
練
習
量
は
月
に

１
５
０
㌔
く
ら
い
で
す
ね
。
大
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
大
会
で
は
、
別
府
大
分
、
埼
玉
国
際
な
ど
で
す
。
職
場
の
チ
ー
ム
で
駅
伝

に
も
よ
く
出
ま
す
。

山
本
さ
ん
談
：
品
川
区
か
ら
来
ま
し
た
。
普
段
は
家
の
近
所
を
走
っ
て
い

ま
す
。
月
間
走
行
距
離
は
２
５
０
㌔
で
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
も
走
り
ま
す
。

栃
木
の
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
に
は
３
回
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
次
回
の
目
標
は

サ
ブ
ス
リ
ー
で
す
。

③

家
族
で
参
加

７
６
２
３
岡
本

和
也
さ
ｊ
ん
（
父
）
２
６
９

１
麻
紀
さ
ん
（
母
）
２
６
８
５
み
な
み
さ
ん
（
妹
）
２
６
８
４
ひ
な
た
さ

ん
（
姉
）
住
ま
い
は
大
田
区
下
丸
子
で
す
。
お
父
さ
ん
は
週
に
１
回
、
６
～

８
㌔
く
ら
い
走
っ
て
い
ま
す
が
、
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る
の
も
い

い
練
習
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
４
回
連
続
で
参
加
す
る
と
盾
が

も
ら
え
る
と
い
う
の
で
、
そ
れ
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
！
今
回
４
回
連

続
が
達
成
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
て
次
回

は
９
回
連
続
が
目
標
で
す
。

④

３
０
０
回
連
続
出
場
達
成

！
！
７
５
４
村
山
ヒ
メ
子
さ
ん

（
９
５
は
ご
主
人

訓
さ
ん
）

65
歳
で
す
。
横
浜
市
鶴
見
区
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
25
年
間
継
続
で
き
た

の
は
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
一
緒
に
走
る
仲
間
の
存
在
と
、
雨
の
時
で

も
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
励
ま
さ
れ
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
無
事
に
走
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
も
週
３
回
、

５
㌔
ほ
ど
走
っ
て
い
ま
す
。
正
に
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。
今
日
、
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
走
る
き
っ
か
け
は
、
主
人
が
走
っ
て
い
た
の
も
あ
り
ま

す
が
、
本
格
的
に
走
ろ
う
と
決
意
し
た
の
は
、
中
学
生
の
子
供
が
学
校
の
陸

上
部
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
子
ど
も
の
活
躍
に
刺
激
さ
れ
て
自
分

も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
練
習
す
る
う
ち
に
大
会
に
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
で
は
駅
伝
チ
ー
ム
の
ま
と
め
役
を
仰
せ

つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
横
浜
駅
伝
・
河
原
駅
伝
・
日
産
主
催
の
駅
伝
大
会

に
は
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
最
近
は
時
々
腰
が
痛
む
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
走
っ
て
い
る
と
痛
み
が
消
え

て
い
き
ま
す
。
血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
？
お
か
げ
さ
ま

で
病
院
に
は
あ
ま
り
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
歳
ま
で
走

る
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
70
歳
ま
で
は
走
り
続

け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
家
の
近
所
を
主
人
と
一
緒
に
走
っ
て
い
る
時
が
一

番
た
の
し
い
で
す
ね
。
ご
主
人
談
「
わ
た
し
は
、
走
っ
た
後
の
ビ
ー
ル
が
楽

し
み
で
あ
な
た
と
走
っ
て
い
る
の
で
す
よ
」

「
ま
、
い
っ
か
・
・
」

⑤

走
る
仲
間
紹
介

１

「
チ
ー
ム
走
人
」
８
０
０
０
青
山

忍
（
監
督
）
２
８
５
７
高
橋

ち
え
子

７
７
７
８
蓮
見

裕
介

８
０
０
６
船
越

悠
介

７
９
９
６
小
野

嵩
之

７
７
７
３
松
木
貴
志

２
８
５
９
高
橋

夏
美

２
８
５
８
大
西

絵
里
子

の
各
氏

今
日
は
８
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
住
ま
い
は
、
川
崎
と
横
浜
が
中
心
で
す
。

友
人
の
紹
介
で
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
で
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
す
る
者
も
い
ま
す
が
、
一
番
多
く
て
も
３
回
で
す
。
定
期
的
な

練
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
仲
良
く
練
習
し
て
い
ま
す
よ
。

場
所
は
武
蔵
小
杉
だ
っ
た
り
、
横
浜
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
大
会
も
出
場
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
・
神
奈
川
マ
ラ
ソ
ン
等
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
大
阪
・
富
士
登
山
・
さ
い
た
ま
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し

ま
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
も
当
選
す
れ
ば
参
加
し
ま
す
。

⑥

走
る
仲
間
紹
介

２

「
Ｔ
Ｄ
Ｉ

ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

８
０
３
３
布
田

哲

８
０
２
０
依
田

拓
樹

８
０
１
９
田
尻

誠

４
４
３
１
仁
科

昌
治

２
８
７
０
抱
田
亜
希
子

５
４
０
１
細
井

博
幸

１
４
１
６
巽

恵
愛

の

各
氏

Ｔ
Ｄ
Ｉ
（
テ
ィ
ー
デ
ィ
ー
ア
イ
）
は
会
社
の
名
前
で
す
。
初
参
加

が
４
名
で
、
あ
と
は
３
～
４
回
目
の
参
加
で
す
。
住
ま
い
は
東
京
を

間
に
は
さ
ん
で
、
埼
玉
グ
ル
ー
プ
（
さ
い
た
ま
・
わ
ら
び
・
川
口
・

川
越
）
と
神
奈
川
グ
ル
ー
プ
（
綱
島
・
横
浜
・
辻
堂
）
の
２
派
に
分

か
れ
ま
す
。
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
よ
。
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
や
荒

川
の
喜
多
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
ま
し
た
。
８
月
は
富
士
吉
田
火
祭
り
マ

ラ
ソ
ン
、
９
月
は
平
塚
24
時
間
リ
レ
ー
、
ま
た
湘
南
国
際
に
も
参
加

し
ま
す
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
ネ
ッ
ト
で
知
り
ま
し
た
。
先
月
も

参
加
し
ま
し
た
が
、
雨
で
泥
だ
ら
け
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
晴
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
気
温
が
上
が
り
ま
し
た
が
湿
度
が
低
か
っ
た
の

で
１
０
ｋ
ｍ
が
実
施
さ
れ
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
走
り
ま
し
た
。
こ

の
後
、
近
く
の
温
泉
に
入
っ
て
、
全
員
で
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
ま
す
。

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

⑦

走
る
仲
間
紹
介

３

「
全
国
民
医
連
」

２
８
２
７

竹
内

亜
希
子
さ
ん
（
５
ｋ
ｍ
女
子
１
位
）

私
は
、
全
国
民
医
連
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
。
全
国
民
医
連
と

は
、
日
本
中
の
医
者
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
ヘ
ル
パ
ー
・
薬
剤
師
・

保
健
士
・
事
務
員
な
ど
医
療
に
関
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
達

の
組
織
で
す
。
11
月
28
日
に
、
こ
の
古
市
場
で
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
、
日
本
中
か
ら
集
ま
っ
て
、
駅
伝
大
会
「
全
国
民
医
連

平
和
・

ピ
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
東
京
都
代
表
を

決
め
る
た
め
の
選
考
会
を
兼
ね
て
、
35
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

タ
イ
ム
上
位
６
名
が
、
東
京
都
代
表
に
な
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

一
生
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
蒸
し
暑
く
な
り
ま

す
が
、
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
も
、
給
水
を

十
分
に
し
て
常
に
体
調
に
気
を
つ
け
て
走
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね
！

写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

７
７
４
０

池
田

大
佑

７
７
４
２

佐
藤

哲

３
７
５

疋
田

順
子

１
４
０
２

赤
野

真
悠

１
６
１
５

北
口
み
ど
り

１
７
６
５

越

ト
シ

２
１
９
５

大
庭

直
美

２
２
４
３

豊
田

莉
々

２
２
９
５

蟹
瀬
み
ど
り

２
４
０
０

吉
野

真
衣

２
４
５
０

上
村

花
奈

２
４
７
３

水
野
ま
ど
か

２
５
８
９

冬
田

真
緒

２
６
０
０

久
保
田

真

２
６
０
１

久
保
田
真
帆

２
６
７
９

高
橋
な
な
み

２
６
８
１

高
橋

百
々

２
６
８
４

岡
本
ひ
な
た

２
６
８
５

岡
本
み
な
み

２
７
２
５

梅
田

怜
奈

２
７
２
８

黒
羽

実
杏

２
７
３
７

佐
久
間
恵
子

２
７
３
８

森

瑠
里
奈

２
７
４
１

太
田

愛
香

２
７
４
３

森

順
子

３
回
連
続
優
勝
賞

５
Ｋ
男
子

（
４
月
～
６
月
）

７
７
７
４

富
張

裕
紀

（

敬
称

略

）

大
学
で
学
生
に
法
学
を

教
え
る
憲
法
学
者
が
こ

ぞ
っ
て
「
戦
争
法
案
」
は
憲
法
違
反
又
は

そ
の
恐
れ
あ
り
と
発
言
し
て
い
る
。
内
閣

法
制
局
長
官
経
験
者
も
同
様
な
発
言
を
し

て
い
る
。
日
本
に
は
憲
法
裁
判
所
と
云
う

概
念
が
な
く
、
立
憲
・
民
主
主
義
国
家
た

ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
政
府
自
体
の
中
に

法
律
を
作
る
時
「
憲
法
に
照
ら
し
て
」
適

法
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
法
制
局
が
必
要

な
の
で
あ
ろ
う
。
専
門
性
の
高
い
法
学
を

教
え
る
学
者
や
（
歴
代
の
自
民
党
政
府
）

内
閣
法
制
局
長
官
経
験
者
の
発
言
は
「
社

会
的
常
識
を
形
成
す
る
に
た
る
発
言
」
で

影
響
力
は
大
き
い
。
そ
し
て
首
相
は
じ
め

閣
僚
で
あ
れ
公
務
員
は
「
憲
法
遵
守
義
務

を
有
し
、
宣
誓
し
て
職
務
に
就
い
て
い
る
」

は
ず
な
の
だ
が
、
政
府
の
言
う
我
国
の

「
存
立
危
機
事
態
」
と
い
う
概
念
は
現
憲

法
の
示
す
平
和
国
家
の
あ
り
様
が
近
隣
諸

国
よ
り
得
て
い
た
信
頼
を
損
な
い
米
軍
と

一
体
の
行
動
に
及
び
戦
争
行
為
の
恐
れ
そ

の
も
の
だ
。
自
衛
隊
は
Ｓ
25
年
発
足
当
時

憲
法
９
条
か
ら
し
て
「
警
察
予
備
隊
」
の

名
で
設
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
歴
史
が
有
る
。

編
集
後
記

郵便振替での棄権届は 名義：新日本スポーツ連盟ＲＣ番号：00260-4-33100へ


